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障害福祉課 課長 宮腰 奏子

「県障害福祉課長に就任して」「県障害福祉課長に就任して」「県障害福祉課長に就任して」「県障害福祉課長に就任して」

4月に和歌山県障害福祉課長に着任した宮腰奏子です。
この3月までは厚生労働省健康局結核感染症課でB型肝炎訴訟を担当していました。その前には、雇用均等・児

童家庭局家庭福祉課に3年ほど、その前には障害保健福祉部に3年ほど在籍していました。また、個人的なことで
すが、学生時代、発達障害の子どもたちへの支援や、肢体不自由の方の介護などの活動も大阪で行っていたこと
があり、福祉分野は非常に縁が深く、今回、障害福祉分野を担当することができたことはうれしくもあり、身の
引き締まる思いでもあります。

今回は、制度改正の動きなどを簡単にご紹介したいと思います。
精神障害者の方への支援としては、特に地域移行が重要な課題となっています。

このため、２０１２年度から、退院支援及びその後の生活支援の充実を目指すため、入院中から、住居の確保や
新生活の準備等を行う「地域移行支援」と、地域生活している方に対し24時間の連絡相談等のサポートを行う「地
域定着支援」が障害者自立支援法において個別給付化されることとなりました。

また、和歌山県では昨年１０月から実施している「精神障害者アウトリーチ推進事業」において、未治療の人
や医療中断している人などに対し、医師、精神保健福祉士、看護師、作業療法士、臨床心理士等の専門職がチー
ムを組んで、本人や家族に対して訪問支援を行っています。パラメディカルのスタッフも関与する新たな生活面
への支援サポートのモデルとして、今後の取り組みが期待されています。
さらに、２０１３年度からの新たな医療計画の項目に精神疾患が加えられ、位置づけが明確化されました。今

後とも障害福祉計画と医療計画とで計画的な地域移行などの支援を進めることとなります。
このほか、現在、進められている制度の見直しに関しては、「障害者総合支援法案」の審議が行われているほ

か、厚生労働省では、精神障害者に対する強制入院、保護者の責務規定の見直し等も含めた在り方の検討が進め
られており、これまでの精神科医療の歴史を大きく転換する契機となることも考えられます。

障害施策の分野は近年、制度改正の動きも多く、また、新しい取り組みが次々に進められています。制度改正
が多いと、その対応に追われがちではありますが、特に、地域移行などの取り組みは、地道な現場での活動が大
きな力になっていきます。制度改正の動きを注視していくとともに、事業の定着に取り組むことも重要な課題だ
と思っています。

このほか、紙面の関係上、詳細な説明ができませんが、障害福祉課では、自殺対策や認知症対策など精神保健
に関連する幅広い分野を担当しています。

いずれも県民の生活に密接に関わる分野であり、誰もが支援したりされたりする立場になる可能性のあるもの
ばかりです。誰もが自分の問題として考えられるよう、普及・啓発もあわせて進めていきたいと思います。

和歌山の様子も含め、まだまだ勉強しなければならないことばかりですが、まずは、現場の声など様々な方に
お話をお伺いすべくお願いすることが多いかと思います。施策の充実・推進に役立てたいと思いますので、よろ
しくお願いします。
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和歌山県精神保健福祉センター所長 小野 善郎

地元アーティストのパワー地元アーティストのパワー地元アーティストのパワー地元アーティストのパワー

AKB48の大ブレークにあやかって各地にご当地アイドルユニットが誕生しています。とうとう和歌山
でも「ZagaDa」というアイドルグループが活動中ですが、みなさんはご存じでしょうか？（ちなみに、

ユニットの名前は「ザ」が「ダ」になる和歌山弁の特徴から付けられています）。私自身、これまであ
まりご縁がなかったのですが、最近は精神保健センターの活動でも地元アーティストの方々との関わ

りが生まれてきました。芸能人や著名人の発信力については前回も触れましたが、和歌山弁を駆使す
る地元アーティストはより一層身近で親しみを感じることができるところがすばらしいと思っています。

昨年11月のこころのフェスティバルでは、小西博之さん、古家学さん、アロエルートのお二人とで

「いのちのうた」を熱唱していただきました。そして、今年の2月5日には紀美野町にあるりら創造芸
術高等専修学校の生徒さんによる演劇「NIGELLA」が上演されました。これは自殺防止の啓発の一環と

して和歌山県からの委託を受けて製作さ
れた舞台ですが、若者の視点から生きる

ことのすばらしさを力強く発信したすば
らしい作品でした。また、3月13日に和歌
山駅で行った街頭啓発では、いつもご協

力いただいているNPO法人心のSOSサポー
トネットのつながりで、和歌山のアイド

ルShinoさんも一緒に啓発グッズを配って
くれました。

さて、次はどんなアーティストとコラボ
できるか、今からちょっと楽しみです。

和歌山駅での街頭啓発活動（3月13日）

和歌山県精神保健福祉協会総会及び講演会の開催について和歌山県精神保健福祉協会総会及び講演会の開催について和歌山県精神保健福祉協会総会及び講演会の開催について和歌山県精神保健福祉協会総会及び講演会の開催について

平成24年度定期総会及び講演会を次のとおり開催します。

日 時 ： ７月１８日（水）
場 所 ： 和歌山ビッグ愛２０１会議室
内 容 ： ＜総 会＞ １３：１５ （受付：１３：００～）

＜講演会＞ １４：００～１５：３０

テーマ 『精神障害のある方々の地域生活支援』（仮題）テーマ 『精神障害のある方々の地域生活支援』（仮題）テーマ 『精神障害のある方々の地域生活支援』（仮題）テーマ 『精神障害のある方々の地域生活支援』（仮題）

講 師 日本福祉大学研究フェロー 野中 猛先生講 師 日本福祉大学研究フェロー 野中 猛先生講 師 日本福祉大学研究フェロー 野中 猛先生講 師 日本福祉大学研究フェロー 野中 猛先生

講 師 プ ロ フ ィ ー ル講 師 プ ロ フ ィ ー ル講 師 プ ロ フ ィ ー ル講 師 プ ロ フ ィ ー ル

1976年弘前大学医学部卒業。病院勤務を経て、 1988年 より埼玉県庁に
勤務し、 1990年より埼玉県立精神保健総合センターに所属、社会復帰や、地域精神保健
に関わる。
2001年 より日本福祉大学福祉学部保健福祉学科教授。
2005年には英国ケンブリッジ地域 NHSトラストに留学、現在は日本福祉大学研究フェロ

ーとして活躍。

主な著書「精神障害リハビリテーション論リカバリーへの道」 岩﨑学術出版2006
「障害学にもとづくソーシャルワーク」監訳 金剛出版2010 他 多数

Shino さん



●自死遺族相談（要予約）

自死（自殺）により大切な人を亡くされた方を対象に、死別による悲しみから回復することをお手伝い

する相談をおこなっています。

対 象：自死（自殺）により大切な方を亡くされた方
（家族・知人・友人）

日 時：第２月曜日 １６：００～２０：００

第４月曜日 １３：００～１７：００
※都合により、日程が変更される場合があります。

○わかちあいの会和歌山「うめの花」（要申込）

自死（自殺）により大切な人を亡くされた方どうしが、悲しみや苦しみを安心して語ることができる
わかちあいの会を開催しています。

対 象：自死（自殺）により大切な方をなくされた方
（家族・知人・友人）

日 程： ７月２０日（金）
９月１６日（日）

１１月２３日（金）
１月２０日（日）

３月２３日（土）
時 間：１３：３０～１５：３０ ※７月２０日（金）のみ１９：００～２１：００

一時保育有り（１歳～小学校２年生までのお子さんをお預かりしましす。事前にお申し込みください）

●思春期・青年期 特定窓口相談 （要予約）

専門の医師による思春期、青年期の相談窓口を設置しております。

思春期、青年期に特有の悩みや精神疾患、不登校やひきこもり等の相談に応じます。

対 象：思春期、青年期の問題を抱えるご本人やご家族（県内に在住の方）
申込み：精神保健福祉センターに電話にてご連絡ください。

073-424-1713（いっぽライン） 受付時間：平日9:00～17:45

○青年のつどい フリースペース

対人関係やひきこもりの問題を持つ方を対象に、自由に過ごせる憩いの場を設けています。

対 象：和歌山県在住の概ね１６歳～４０歳までの方

日 時：毎週火曜日 １３：００～１６：００
申 込：精神保健福祉センターにご連絡ください

※スタッフが個別相談に応じます

●ひきこもり家族のつどい

ひきこもりの問題を抱える家族どうしが、気持ちのわかちあいや情報交換のできる場をもうけています。

対 象：ひきこもりの問題を抱えた家族

日 時：毎月第３水曜日 １３：３０～１５：３０
申 込：不要



精神保健福祉センターでは、「家以外で自由に過ごせる場が欲しい」「他人とコミュニケーションをとりた

い」「生活を充実させたい」・・・こうした思いを持つ方を対象に、“青年のつどい・フリースペース”を開
催しています。いつでもお気軽にご参加ください。

活動内容は基本的に自由です。参加者は思い思いに時間を過ごすことができます。
利用時間内であれば、好きなときに参加して、好きなときに帰ることができます。

見学だけでも可能です。

対 象：和歌山県在住の概ね16歳から40歳までの方

ひきこもりの状態にある方
人とかかわることにまだまだ抵抗のある方

開 催 日：毎週火曜日 13:00～16:00 ※都合により、予定が変更になる場合があります。

場 所：精神保健福祉センター内 プレイルーム

参加申込：まず精神保健福祉センターにご連絡ください。事前にスタッフが個別相談に応じます。

連 絡 先：和歌山県精神保健福祉センター

TEL：073-435-5194 FAX：073-435-5193

トランプやUNO、カード麻雀などの室内ゲームや音楽鑑賞、映画鑑賞（DVD）、塗り絵、卓球、読書。

森林浴などを自由に楽しむことができます。今後もゲームトーナメントやマナー講座、公園散歩、文化体験
（書道や絵画、切り絵、ビーズづくり等）、スポーツなど様々な企画があります。活動内容は参加者の皆さ
んと話し合いながら決めていきます。

☆☆☆☆ 青年青年青年青年のつどい フリースペースののつどい フリースペースののつどい フリースペースののつどい フリースペースの様子様子様子様子 ☆☆☆☆



和歌山メンタルヘルスニュース

県内の精神保健福祉関連の最新情報と当センターの活動をお知らせします。

精神保健福祉従事者専門研修精神保健福祉従事者専門研修精神保健福祉従事者専門研修精神保健福祉従事者専門研修
「「「「摂食障害摂食障害摂食障害摂食障害をををを知知知知るるるる

～～～～当事者当事者当事者当事者、、、、援助者援助者援助者援助者、、、、社会学者社会学者社会学者社会学者のののの視点視点視点視点からからからから～」～」～」～」

3月３日（土）に、看護師や精神保健福祉士、臨
床心理士等、精神保健福祉に関する支援者を対象に、
ビッグ愛にて開催しました。ご自身も摂食障害の経

験をお持ちの野村佳絵子先生（京都橘大学非常勤講
師：社会学者）に、「摂食障害とは何か」について、

社会学的視点を含む様々な観点からご講義していた
だきました。「“摂食障害”を本人が自分の言語とし

て語れるようになることが大切」「“摂食障害”はそ
の人の一部。支援者は症状にとらわれすぎないで」
等のお話のあと、参加者全員で

自助グループの体験を共有する
ワークもおこないました。

日高日高日高日高・・・・御坊圏域御坊圏域御坊圏域御坊圏域““““ひきこもりひきこもりひきこもりひきこもり””””学習会学習会学習会学習会

「「「「若者若者若者若者をををを地域地域地域地域につなぐにつなぐにつなぐにつなぐ支援支援支援支援」」」」

3月6日（火）に御坊保健所にて若者、“ひきこも

り”支援に関わる者を対象に開催しました。南紀若
者サポートステーション訪問支援員の南芳樹氏と精

神保健福祉センター小野所長が、「“ひきこもり”と
いう言葉や概念にとらわれず、“その人”のしんど

さや挫折体験に耳を傾けること、寄り添おうとする
姿勢を持つことが大切」「“ひきこもり”支援から、
地域全体の支援ネットワーク技術の向上、支援の土

壌の広がりが期待される」「若者支援を考える上で
のキーワードは、地域での“つながり”“役割”“居

場所”」等と話をしました。

自死遺族支援研修自死遺族支援研修自死遺族支援研修自死遺族支援研修

「「「「死別死別死別死別のののの悲悲悲悲しみにしみにしみにしみに寄寄寄寄りそうりそうりそうりそう」」」」

3月9日（金）に、田辺市民総合センターにて東
京福祉大学心理学部教授の鈴木康明先生を講師に開

催し、精神保健福祉に携わる支援者11名が受講し
ました。鈴木先生は東日本大震災におけるご自身の
被災者支援活動についても触れ、「大切な人を亡く

した体験はひとりひとり違う。世間一般や支援者側
の価値観に当てはめてその人の悲しみを見ようとせ

ず、想像力を働かせて悲しみの渦中にある人が必要

とすることを考えて動くことが大切」等と話されま
した。

““““ひきこもりひきこもりひきこもりひきこもり””””家族教室家族教室家族教室家族教室

3月5日（月）及び3月14日（水）に、那賀総合
庁舎にて、ひきこもりの問題をお持ちのご家族の方

を対象に開催しました。ひきこもった経験を持つ方
に、「自分なりの歩み～これまでとこれから」とい

うテーマでご自身の体験を話していただいたり、「
“ひきこもり”にとらわれないで」というテーマで、

精神保健福祉センター小野所長が話をしました。参
加された方からは、「当事者の方が今で
もしんどいなか、言葉にして伝えてくれ

たことに感動して涙が出ました」「従来
型の“自立”を目指すのではなく、大切

なのは“共生”という話が印象に残った」
等の感想が寄せられました。

アルコールアルコールアルコールアルコール依存症学習会依存症学習会依存症学習会依存症学習会

2月20日（月）に御坊保健所、23日（木）にプ
ラザホープ（和歌山市）、3月14日（水）に橋本保

健所にて、それぞれ「アルコール依存症と生活障害
（講師：リカバリハウスいちご所長 佐古恵利子

氏）」、「アルコール依存症と家族（新阿武山クリニ
ックソーシャルワーカー 西川京子氏）」、「アルコー
ル依存症の理解と治療について（新生会病院院長

和気浩三氏）」をテーマに開催しました。

うつうつうつうつ病学習会病学習会病学習会病学習会

2月28日（火）及び、3月7日（水）にビッグ愛

（和歌山市）、3月6日（火）にビッグユー（田辺市）
において、「うつ病の理解と治療について」「家族の

対応について」を主なテーマに、
精神科医の松本幸男氏や小川正明氏、

臨床心理士の上野和久氏を講師に
お招きして開催しました。



精神保健福祉の第一線で働く関係スタッフの紹介
今回今回今回今回はははは、、、、和歌山県立和歌山県立和歌山県立和歌山県立こころのこころのこころのこころの医療医療医療医療センターセンターセンターセンター 岩倉岩倉岩倉岩倉 まりさんですまりさんですまりさんですまりさんです。。。。

はーとふるネットワーク

－－－－精神科病院精神科病院精神科病院精神科病院のののの作業療法士作業療法士作業療法士作業療法士とはどのようなおとはどのようなおとはどのようなおとはどのようなお仕事仕事仕事仕事でででで
すかすかすかすか？？？？
入院患者様、外来患者様に対して、日常生活、退

院、就労への援助などアプローチするところは沢山
あると思いますが、患者様一人ひとりその人らしさ
を大切にしながら一緒に悩み寄り添いながら支援で
きる仕事だと思っています。

－－－－作業療法士作業療法士作業療法士作業療法士になられたきっかけはになられたきっかけはになられたきっかけはになられたきっかけは？？？？
高校生の時、作業療法士の公開講座に参加したこ

とがきっかけです。リハビリという言葉をよく耳に
され始めた頃で、その中でも“作業”を通じて関わ
るということに興味・関心を持ちました。

－－－－このこのこのこの仕事仕事仕事仕事をしていてをしていてをしていてをしていて良良良良かったとかったとかったとかったと思思思思うううう時時時時はどんなはどんなはどんなはどんな時時時時
ですかですかですかですか？？？？
職種の違うたくさんの人に出会えることや、患者

様の笑顔に触れた時にほっこりした気分になりま
す！

－－－－仕事仕事仕事仕事でででで苦労苦労苦労苦労されることはどのようなことですかされることはどのようなことですかされることはどのようなことですかされることはどのようなことですか？？？？
患者様がどのようなことに困っているのか、それ

に対して自分は何が出来るのか…悩むことは多いで
す。また患者様を支援する中で臨機応変に対応した

り、色んな発想をしたりなど未熟な部分がたくさん
あるので経験し成長していきたいです。

－－－－気分転換気分転換気分転換気分転換はどのようにされていますかはどのようにされていますかはどのようにされていますかはどのようにされていますか？？？？
家族と過ごす時間が一番の気分転換です！他には

ショッピングやドライブなんかも気分転換できます
ね！

－－－－県立県立県立県立こころのこころのこころのこころの医療医療医療医療センターのセンターのセンターのセンターのＰＲＰＲＰＲＰＲをををを短短短短くどうぞくどうぞくどうぞくどうぞ。。。。
患者様に寄り添い素敵な支援をしています！
明るく気さくな職員さんがたくさんいる病院で

す！

－－－－今後今後今後今後のののの抱負抱負抱負抱負をををを教教教教えてくださいえてくださいえてくださいえてください。。。。
患者様に何ができるか、何を必要としているか、

患者様やご家族にも寄り添った支援が出来るよう努
力したいです。

－－－－次次次次のののの方方方方のごのごのごのご紹介紹介紹介紹介とそのとそのとそのとその方方方方へのメッセージをおへのメッセージをおへのメッセージをおへのメッセージをお願願願願いいいい
しますしますしますします。。。。
日高総合病院、作業療法士の服部さん！ふたつ返

事で引き受けていただきありがとうございます！
よろしくお願いします！

精神保健福祉関連 新任者研修精神保健福祉関連 新任者研修精神保健福祉関連 新任者研修精神保健福祉関連 新任者研修

対象：精神保健福祉業務に従事して概ね5年以内の

担当者（医療機関関係職員を含む）

第1日目 6月5日（火）

場所：和歌山ﾋﾞｯｸﾞ愛5階 501･502会議室

10:00～10:30 受付

10:30～12:30 「精神疾患と精神障害の理解」

精神保健福祉ｾﾝﾀｰ 所長 小野 善郎

13:30～15:30 「精神障害者と人権」

財団法人 信貴山病院ﾊｰﾄﾗﾝﾄﾞしぎさん

看護部 副部長 大谷 須美子 氏

第2回目 6月6日（水）

場所：和歌山ﾋﾞｯｸﾞ愛2階 201会議室

9:30～10:00 受付

10:00～12:00 「障害福祉ｻｰﾋﾞｽについて」

障害福祉課 中川 浩二 氏

13:00～15:00 「相談の受け方」

和歌山心療ｵﾌｨｽ 所長 上野 和久

「自殺対策企画研修」「自殺対策企画研修」「自殺対策企画研修」「自殺対策企画研修」

対象：市町村･保健所職員

第1回 6月 8日 13:30～16:00

場所：和歌山ﾋﾞｯｸﾞ愛6階 603会議室

自殺に関する地域診断について

茨城県精神保健福祉ｾﾝﾀｰ 所長 佐藤 茂仁 氏

和歌山県自殺対策意識調査の実施について

県精神保健福祉ｾﾝﾀｰ

第2回 6月14日 13:30～16:00

場所：田辺市文化交流ｾﾝﾀｰ たなべる

市町村の取り組みについて
～中学生から学ぶｹﾞｰﾄｷｰﾊﾟｰの素因（心得）（仮）～

有田市保健ｾﾝﾀｰ 坂部 美紀 氏
～白浜町における自殺対策（仮）～

白浜町民生課 清宮 乙香 氏
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 精神保健福祉ｾﾝﾀｰ 所長 小野 善郎

和歌山県自殺対策意識調査の実施について
県精神保健福祉ｾﾝﾀｰ

編 集 後 記編 集 後 記編 集 後 記編 集 後 記

5月21日金環日食の朝は、我が家の路地でも近所の人たちが、観察用グラスを手に一斉に空を見上げました。
今世紀最大といわれる壮大な天体ショーにしばし歓声があがり、皆、感嘆しきりでした。大昔の人たちもこうし
て太陽を見上げたのでしょうが、よもや太陽を隠しているのが月だとは想像もしなかったことだろうと思いました。


